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第
七
巻

第
十
二
冊

新
猫
逸
の
道
徳
教
膏
》

小
　
西

重
　
直

醐

　
　
最
近
燭
逸
で
見
聞
せ
る
四
三
ご
多
少
蒐
集
し
た
材
料
ビ
に
基
き
、
新
濁
逸
の
滋
徳
無
骨
に
關
す

　
る
事
實
や
問
題
を
一
｝
難
）
叙
述
し
、
此
方
面
の
研
究
に
戯
し
多
少
の
材
料
を
提
供
し
て
見
や
う

　
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。
　
一
概
に
道
徳
激
育
こ
い
っ
て
も
其
癖
園
は
頗
る
廣
い
の
で
あ
る
が
、
此
庭
に

　
て
は
圭
こ
し
て
學
校
の
激
育
を
中
心
ビ
し
、
其
蜘
鞄
に
就
て
も
面
懸
敷
育
、
普
通
敷
育
の
中
で
も
初
等

　
の
普
通
．
敷
育
に
於
け
る
道
徳
敷
育
の
問
題
に
重
を
置
て
見
た
い
ご
思
ふ
。
所
謂
公
民
敷
育
こ
い

　
ふ
も
の
も
根
占
は
二
三
の
問
題
で
あ
り
、
近
時
重
要
な
問
題
こ
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
方

　
面
の
事
柄
も
併
せ
て
紹
介
し
て
見
や
う
ε
思
ふ
○

颯－　
　
　
　
　
新
猫
逡
の
遺
徳
敏
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
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『二

二

　
猫
脚
に
於
け
る
道
徳
敷
育
は
從
來
興
野
、
歴
史
、
耳
語
、
唱
歌
、
髄
操
等
の
駿
授
や
、
…
般
の
訓
練
の
カ

に
依
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
宗
敷
々
拠
の
如
き
は
溢
徳
巌
育
の
中
軸
で
あ
り
小
學
校
に

あ
り
て
は
一
週
四
時
間
乃
至
六
時
間
ε
い
ふ
多
大
の
時
間
を
占
領
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
Q
而

か
も
母
船
的
の
知
識
、
及
猫
脚
の
交
化
ご
宗
敢
ご
の
關
係
に
饗
す
る
知
識
層
の
牧
得
は
別
ε
し
て
、

宗
敷
的
情
操
や
、
道
徳
勝
馬
の
上
に
於
け
る
激
育
的
能
率
に
就
て
は
多
年
聖
な
る
疑
問
ご
し
て
取

）
扱
は
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
千
九
百
十
九
年
に
宣
布
さ
れ
た
予
々
の
新
憲
法
第
百
四
十
九

條
の
規
程
に
於
て
は
特
別
に
設
け
ら
れ
た
る
無
宗
敷
の
學
校
を
除
き
一
般
の
學
校
に
於
て
は
宗

半
々
授
は
正
科
こ
し
て
認
め
ら
る
、
も
、
宗
激
々
授
を
實
施
す
る
ご
否
と
は
教
師
の
意
志
に
よ
り

て
決
せ
ら
れ
、
子
供
が
宗
華
々
授
を
導
く
る
ご
否
ご
は
其
保
護
者
の
意
志
に
よ
り
て
決
せ
ら
る
、

ご
い
ふ
極
め
て
自
由
な
態
度
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
宗
敷
を
正
式
に
敷

凝
し
て
居
る
岩
稜
で
も
見
直
の
出
席
の
割
合
は
匿
々
で
あ
り
、
又
は
全
然
宗
亭
々
授
を
實
施
し
て

居
ら
な
い
學
校
も
あ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
内
面
生
活
t
關
す
る
敷
育
は
指
導
に
於
て
一
角

の
破
綻
を
湿
た
す
こ
ε
に
な
っ
た
の
で
、
置
ハ
面
目
な
敷
育
者
は
黙
　
零
す
る
に
選
び
ざ
る
有
機
に
立
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ち
至
っ
た
。
民
心
の
三
月
末
よ
り
四
月
に
か
け
て
ザ
ク
セ
ン
山
山
邦
の
ラ
ィ
プ
チ
と
市
に
於
て

開
催
さ
れ
た
有
志
の
道
徳
敷
濫
悪
議
は
ま
こ
ご
に
猫
逸
の
精
帥
激
育
上
重
大
な
意
味
の
も
の
ご

見
る
こ
ご
が
出
來
る
。
奇
数
議
は
同
地
大
飯
の
バ
ル
ト
敷
授
な
ざ
の
盤
力
で
霞
來
た
も
の
で
猫

逸
の
各
地
方
は
勿
論
、
填
太
利
、
瑞
西
邊
よ
り
も
有
志
が
會
合
し
、
八
百
五
十
人
巡
り
の
大
儲
議
ε
な

り
、
ヨ
ー
ナ
ス
、
コ
ー
ン
敷
授
の
如
き
も
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
て
居
る
の
で
あ
る
○
そ
し
て
決
議

事
項
の
主
な
る
も
の
、
中
に
次
の
様
な
心
血
の
も
の
が
見
へ
て
居
る
Q

　
一
、
憲
法
第
百
四
十
八
條
の
穂
懸
に
基
き
渥
滞
な
く
滋
徳
敷
育
上
の
組
織
を
立
つ
る
標
各
自
歯

　
　
邦
に
要
求
す
る
こ
ざ
。

　
　
『
憲
法
第
百
四
十
入
條
、
餅
粥
・
校
に
於
て
に
猫
逸
散
民
性
及
園
際
的
協
調
の
精
憩
に
基
・
き
道
徳
的
鐘
化
、
公
襲
的
性
傭
、
適
オ
的
一
般
修
養
及
專
門
的

　
　
材
能
の
完
成
為
力
む
べ
し
。

　
　
公
立
學
校
の
教
妥
に
於
て
は
意
見
を
與
に
す
る
も
の
・
感
想
な
害
ぜ
ざ
ら
ん
こ
亡
た
顧
慮
す
べ
し
。

　
　
公
民
敷
露
訳
愚
作
敷
授
に
學
校
の
教
科
の
一
義
ε
す
、
各
生
徒
が
就
磁
の
義
務
た
終
了
す
う
に
臨
み
之
に
鐵
法
の
印
本
た
附
興
す
。

　
　
國
、
邦
、
及
公
典
醐
槻
に
國
斑
高
等
敷
育
等
同
大
人
煙
膏
の
意
味
）
の
幾
雄
為
岡
ろ
べ
し
。
』

　
二
、
横
言
的
難
論
の
如
何
に
拘
ら
す
、
凡
て
の
學
梗
の
生
徒
は
科
學
的
倫
理
學
の
原
理
に
基
き
、
實

　
　
践
的
習
慣
湿
球
的
及
証
量
的
の
意
志
陶
冶
に
よ
り
、
又
道
徳
的
静
思
鋼
断
へ
の
誘
導
に
よ
り

　
　
て
滋
徳
的
人
格
へ
の
敷
育
を
受
く
べ
き
こ
ご
。

　
　
　
　
新
猫
魎
の
甦
徳
敏
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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哲
學
研
究
第
八
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
三
、
小
鳩
稜
の
下
級
に
あ
）
て
は
日
常
生
活
や
他
の
敏
科
を
敷
撫
す
る
場
合
に
随
時
に
注
意
敷

　
　
為
し
上
級
に
進
み
更
ら
に
特
定
の
時
間
を
設
け
て
紐
織
的
に
敏
授
す
こ
る
ご
。

　
四
、
宗
敷
吏
を
科
學
的
に
叙
述
し
て
兇
器
に
普
通
の
宗
激
的
文
化
財
を
乳
く
る
こ
ご
。

　
五
、
特
殊
の
信
條
を
超
越
し
、
中
立
的
で
敷
育
的
心
理
的
原
理
に
基
て
建
設
さ
る
、
所
の
超
宗
派

　
　
的
翌
週
の
獲
達
を
量
る
こ
ご
。
此
種
の
學
校
は
濁
逸
三
民
の
精
紳
的
及
冠
會
的
統
一
の
爲

　
　
め
に
極
め
て
必
要
で
あ
る
。

　
此
等
の
決
議
事
項
に
就
て
大
凡
次
の
標
な
諸
黙
が
注
意
に
署
す
る
様
に
思
は
れ
る
。

第
一
は
憲
法
第
百
四
十
入
條
の
規
程
に
於
け
る
「
野
際
的
協
調
の
精
製
」
で
あ
る
。
濁
逸
の
み
が
世

界
の
自
我
で
は
な
く
、
各
國
は
夫
々
自
我
の
持
圭
で
あ
っ
て
猫
逸
の
国
勢
及
世
界
奉
和
の
促
進
に

抵
此
等
の
自
我
が
夫
々
協
調
の
態
度
を
取
ら
ね
ば
な
ら
澱
ど
い
ふ
考
方
は
新
猫
逸
の
精
棘
敷
育

の
上
に
重
要
な
意
義
を
登
堕
し
た
も
の
こ
見
る
こ
ご
が
出
隅
る
。
そ
し
て
此
問
題
は
樹
内
的
に

　
も
萄
外
的
に
も
開
係
を
有
し
て
居
る
精
瀞
で
あ
る
○

第
二
は
同
上
憲
法
の
規
程
に
於
け
る
「
公
立
學
校
の
敷
妙
に
於
て
は
意
見
を
異
に
す
る
も
の
～
威

想
を
害
せ
ざ
ら
ん
こ
ご
を
顧
慮
す
べ
し
を
い
ふ
事
項
で
、
零
れ
は
主
ご
し
て
封
内
的
の
問
題
で
あ

る
。
敏
室
内
で
政
蕪
や
勝
事
の
上
で
一
方
に
偏
し
た
立
場
を
取
り
て
敷
乗
せ
漁
襟
に
念
入
り
に



　
注
意
し
た
も
の
ビ
見
る
こ
．
ビ
が
出
京
る
。

　
第
三
は
決
議
事
項
の
第
二
項
で
あ
る
Q
科
學
的
倫
理
學
の
基
擬
に
立
ち
訓
練
ご
相
侯
っ
て
痘
徳

　
心
血
絡
を
養
ふ
ビ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
が
、
倫
理
學
も
學
者
に
よ
り
夫
々
の
系
統
組
織
が
あ
る
の
で

　
其
何
れ
に
依
る
べ
き
か
の
問
題
が
起
る
の
は
直
心
で
あ
る
。
偏
れ
に
就
て
は
本
會
主
催
者
の
中
』

　
心
人
物
で
あ
る
所
の
バ
ル
ト
敷
料
の
意
見
を
見
る
の
に
、
叙
爵
や
倫
理
學
其
も
の
は
夫
々
論
理
的

　
に
潜
み
立
て
ら
れ
た
紐
織
が
必
要
で
あ
る
け
れ
ざ
も
激
育
上
に
於
て
は
、
例
へ
ば
強
き
道
徳
的
意

　
志
を
養
成
せ
ん
と
す
る
場
合
に
は
カ
ン
｝
の
倫
理
説
を
初
め
、
荷
く
も
労
れ
に
矛
盾
せ
ざ
る
倫
理
・

　
槻
で
あ
っ
て
而
か
も
此
精
紳
の
敷
育
に
助
ご
な
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
色
々
の
人
の
倫
理
観
を
「

　
採
用
し
癒
心
し
て
差
支
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
徹
頭
徹
尾
唯
一
人
の
倫
理
學
に
の
み
依
る
必
要
が

　
な
い
。
敷
育
者
側
に
あ
り
て
は
自
分
の
學
説
を
一
つ
の
騰
系
に
組
み
立
つ
る
所
の
哲
訳
者
や
倫

　
理
學
の
様
に
認
識
論
的
な
強
要
に
束
縛
さ
れ
す
に
自
由
で
め
つ
て
宜
し
い
こ
い
っ
て
居
る
の
で

　
あ
る
。
（
b
ご
9
三
で
U
凶
。
窯
。
牙
。
民
…
σ
q
冨
需
。
圓
器
ω
ω
団
跨
諺
斜
謡
・
・
9
窪
寓
。
邑
琶
8
叢
一
。
回
誘
・
H
8
0
・
H
O
令
H
O
い
ω
●
・
…
…
∴
ω
9
年

　
践
7
d
滞
号
昌
。
。
警
。
椙
ぼ
δ
ω
○
℃
ぼ
。
創
窪
O
o
σ
q
2
グ
．
餌
鴇
β
ω
飢
び
。
。
浮
雲
鴇
色
ど
一
等
窪
6
錠
・
H
G
。
ω
・
）

　
第
四
に
注
意
す
べ
き
黙
は
小
烏
稜
の
下
級
に
顧
て
特
定
の
修
身
科
敷
藁
時
間
を
設
け
ざ
る
こ
ビ

　
で
あ
る
。
バ
ル
ト
な
ざ
の
考
で
は
品
性
と
い
ふ
も
の
は
組
織
的
に
授
け
ら
る
、
所
の
修
身
敷
授

購－　
　
　
　
　
薪
猫
逸
の
滋
徳
敢
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
五
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哲
學
研
究
　
　
第
一
八
十
｝
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
轟
ハ

に
よ
り
て
永
い
問
に
自
然
に
養
は
る
＼
こ
ご
が
多
く
、
断
片
的
な
随
時
的
な
激
訓
の
み
に
て
は
不

十
分
で
あ
る
の
で
あ
る
。
此
故
に
下
級
に
あ
）
て
は
特
定
の
時
間
を
設
け
な
い
に
し
て
も
、
其
激

心
し
敷
寝
す
べ
き
事
項
に
就
て
は
子
供
の
登
達
に
癒
じ
夫
々
組
織
的
の
案
を
立
て
、
置
く
こ
と

が
必
要
ε
な
る
課
で
あ
る
。
我
邦
に
あ
り
て
は
小
學
稜
の
一
年
忌
よ
り
中
島
や
、
豊
門
の
學
校
に

至
る
泡
毎
週
特
定
の
修
身
科
敷
半
時
潤
を
設
け
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
猫
逸
の
輿
論
は
前
記
の
如

く
小
鷺
校
の
下
級
六
學
年
頃
迄
は
特
定
の
時
間
を
置
か
な
い
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
り
、
佛
國
に
於
て

も
，
中
學
綾
の
第
一
期
四
ヶ
年
間
に
二
ヶ
年
丈
特
定
の
時
伽
間
を
設
け
、
第
二
期
の
三
ヶ
年
間
に
は
最

後
の
學
年
に
於
て
芝
切
の
一
部
こ
し
て
倫
理
學
を
敷
授
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
。
修
身
敷
授

の
数
果
如
何
は
輩
に
激
材
や
敷
授
法
の
み
に
依
る
も
．
の
で
は
な
く
劉
二
上
時
間
の
融
資
の
如
き

も
研
究
に
便
す
る
も
の
ピ
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
」

第
五
は
宗
敷
ご
二
曹
ご
の
關
係
に
關
す
る
事
柄
で
あ
る
。
前
記
の
會
議
の
席
上
で
は
修
身
激
授

に
於
け
る
最
後
は
宗
焔
々
授
に
よ
り
、
聖
徳
心
よ
り
宗
敷
心
の
養
成
に
及
ぶ
べ
し
ご
の
説
も
毘
て
、

之
れ
に
甥
し
て
は
若
し
滋
徳
心
の
野
比
を
鷲
敷
心
の
養
成
ご
す
る
な
ら
ば
初
め
よ
り
二
野
に
基

き
宗
敷
心
を
養
成
し
た
ら
よ
か
ら
う
ご
い
っ
た
様
な
意
見
も
見
へ
て
居
る
。
決
局
は
決
議
事
項

第
四
に
見
へ
て
居
る
標
に
宗
敷
吏
を
科
學
的
に
叙
述
し
て
一
般
的
の
宗
敷
的
文
化
財
を
激
授
す



　
べ
し
ご
い
ふ
こ
ε
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
師
ち
道
徳
五
二
は
初
め
よ
り
絡
二
道
徳
俵
授
で
一
貫

　
し
、
宗
野
心
の
開
門
養
成
は
宗
敷
史
の
敷
授
に
任
か
す
こ
ご
に
な
っ
た
。
　
バ
ル
ト
の
考
な
ざ
も
決

　
し
て
宗
敷
を
疎
外
す
る
態
度
で
は
な
い
、
宗
激
心
を
二
親
す
る
態
度
で
は
な
い
。
罰
す
る
所
は
道

　
徳
的
な
人
も
宗
巌
的
な
人
も
其
便
値
生
活
に
於
て
【
致
す
る
も
の
ご
考
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
南
者
は
其
塗
行
が
違
ふ
の
み
で
あ
る
。
宗
敷
的
な
人
は
威
情
や
信
仰
に
よ
り
て
進
み
、
道
徳
的
な

　
入
は
論
理
的
思
惟
に
基
い
て
進
む
の
で
あ
る
が
、
至
上
男
芸
に
粥
す
る
信
念
に
建
て
は
雨
者
共
に

　
其
生
活
の
中
心
ご
し
て
一
致
的
に
肯
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
宗
激
の
場
合
に
は
瀞
か
ら
人
間

　
へ
、
道
徳
の
場
合
に
は
人
並
よ
り
紳
へ
ご
い
ふ
様
な
工
合
に
其
途
行
や
心
肝
の
過
程
が
蓮
ふ
の
み

　
で
あ
る
ε
論
じ
て
居
る
の
で
あ
る
。
（
切
餌
答
ゲ
ー
U
閂
。
冥
○
宴
．
臼
戸
集
σ
q
ぽ
騨
。
ぼ
。
ω
。
・
図
。
。
8
日
ρ
飢
。
D
。
ず
の
羅
寓
o
h
巴
ド
艮
2
凱
。
貰
。
っ
9

　
H
δ
ω
）
刃
ー
ナ
ス
、
コ
ー
ン
な
ご
も
會
議
の
席
上
に
於
て
道
徳
ε
宗
敏
の
…
關
係
を
述
べ
て
居
る
の
で

　
あ
る
が
、
絡
局
は
爾
者
の
一
致
ご
見
て
居
る
。
彼
の
考
で
は
蓮
徳
的
態
度
は
鋼
断
に
沸
す
る
意
志

　
の
反
抗
の
場
合
に
剋
る
も
の
で
、
此
反
抗
を
征
服
す
る
所
に
道
徳
の
カ
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
吾

　
々
の
意
志
が
三
唱
を
禮
験
す
る
に
至
ら
ば
常
に
意
志
ご
鬼
子
が
一
致
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
此
意

　
味
に
於
て
瀧
徳
的
努
力
の
理
想
は
超
道
徳
的
な
完
全
な
】
致
統
一
で
め
る
ε
見
る
こ
ご
が
出
來

　
る
ご
述
べ
て
居
る
の
で
め
る
。
（
切
㌶
夢
－
冨
。
茜
H
嵩
。
留
σ
q
O
σ
q
津
H
り
い
H
・
α
奮
・
）

贈－　
　
　
　
　
新
凋
漁
の
逆
徳
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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三

　
濁
逸
の
修
身
事
事
に
關
し
、
更
に
其
實
際
的
方
面
を
見
る
の
に
ザ
ク
セ
ン
自
由
國
の
ラ
イ
プ
チ

ヒ
市
に
於
て
は
如
上
道
徳
敷
育
＾
曾
議
の
開
か
れ
た
前
年
即
ち
チ
九
百
二
十
年
に
同
単
調
員
會
一
の

研
究
せ
る
要
目
を
墾
照
し
て
上
敷
及
道
徳
．
科
の
翼
翼
の
下
に
目
下
夫
々
多
少
實
野
上
の
試
を
な

し
．
つ
Y
あ
る
の
で
あ
る
。
其
要
昌
の
骨
子
ご
す
る
所
は
道
徳
激
授
の
材
料
の
即
諾
を
三
段
ご
な

し
、
第
一
は
先
づ
滋
徳
的
行
歩
が
行
は
る
、
建
学
の
生
活
を
中
3
6
ピ
な
し
、
次
に
は
白
総
滋
徳
や
杜

會
滋
徳
に
饗
す
る
組
織
餉
な
滋
徳
訓
を
授
け
、
最
後
に
人
潤
至
上
の
債
値
生
活
に
入
り
、
入
類
を
動

．
か
し
た
所
の
、
又
人
を
動
か
す
所
の
最
後
窮
極
の
問
題
を
取
り
扱
ひ
、
入
間
は
河
の
爲
め
に
生
活
す

る
や
、
入
間
の
使
命
は
何
に
か
、
使
命
の
墓
く
所
の
根
本
は
何
に
求
め
ら
る
べ
き
か
な
ご
人
類
生
活

「
の
根
本
に
彫
れ
る
こ
ざ
に
な
っ
て
居
る
。
そ
し
て
此
等
三
段
の
配
當
は
子
供
の
螢
達
に
慮
じ
て

夫
々
按
排
さ
れ
て
居
る
。
例
へ
ば
一
年
二
年
の
初
年
級
は
殆
ん
ご
組
織
鮒
の
案
を
立
て
す
に
随

時
に
注
意
す
る
こ
ビ
、
な
し
、
三
年
生
は
此
を
遊
戯
生
活
の
兇
董
ご
見
倣
し
、
四
年
生
は
峰
入
相
互

に
助
け
合
ふ
所
の
兇
董
生
活
ご
考
へ
、
五
年
生
に
封
し
て
は
証
會
に
役
立
つ
所
の
一
員
ざ
し
て
の

立
場
よ
り
、
六
年
生
に
は
献
身
奉
仕
の
生
潜
に
基
づ
き
夫
々
の
野
曝
を
與
へ
る
こ
ご
、
な
し
，
七
年



　
及
入
年
の
上
級
に
於
て
は
此
等
初
年
級
に
適
す
る
立
場
の
全
般
に
互
b
組
織
的
に
滋
徳
上
の
観

　
念
を
與
へ
て
見
や
う
こ
い
ふ
精
紳
で
あ
る
。
而
か
も
八
年
級
に
於
て
は
一
面
に
於
て
は
人
遊
の

　
敷
師
ビ
し
て
モ
セ
ス
や
、
墓
督
、
モ
ハ
メ
ソ
ト
、
ン
ク
ラ
プ
ー
ス
、
磁
壁
、
孔
子
な
ざ
の
人
間
訓
ま
で
も
敷

　
授
す
る
ε
い
ふ
世
界
的
な
態
度
で
あ
り
、
最
後
に
は
入
間
の
認
識
力
の
限
界
を
説
き
、
無
限
の
紳
威

　
紳
恩
の
生
活
を
味
は
し
め
ん
こ
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
滋
膿
血
議
の
決
議
に
於
て

　
は
科
學
的
倫
理
學
に
基
く
所
の
撹
徳
意
地
ご
宗
敷
更
の
敏
授
に
依
り
て
の
宗
敷
飯
豊
襲
ぐ
」
爾
様

　
併
行
し
、
結
局
至
上
債
値
の
生
活
二
心
に
於
て
自
然
の
一
致
を
見
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
が
、
ラ
イ
ブ

　
チ
ヒ
市
転
読
會
の
研
究
は
道
徳
敷
授
の
最
後
を
宗
敷
生
活
の
永
遽
な
花
冠
で
結
ば
ん
ご
す
る
案

　
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
倫
理
學
に
基
く
所
の
三
徳
激
授
を
中
心
ご
す
る
膀
謂
生
活

　
．
科
こ
い
ふ
も
の
を
超
宗
派
的
學
稜
の
特
徴
こ
な
し
、
語
れ
に
よ
b
て
寝
入
の
人
格
の
修
養
、
下
民
の

　
協
同
的
な
奉
仕
心
の
涌
養
を
成
し
瞬
げ
、
宗
敢
心
の
開
駿
は
子
供
の
個
人
々
々
の
内
面
生
活
の
自

　
由
に
任
か
す
ビ
い
ふ
こ
ご
に
な
り
、
後
者
帥
ち
ラ
イ
プ
チ
ヒ
敷
員
會
の
案
に
於
て
は
凡
て
の
兇
董

　
を
遊
徳
生
活
よ
り
宗
敷
生
活
に
進
ま
し
め
ん
こ
す
る
の
態
度
で
あ
る
。
之
に
諒
し
て
敷
會
側
の

　
態
度
は
如
何
で
あ
る
か
ご
い
は
や
固
よ
り
不
満
で
あ
る
ら
し
い
が
、
殊
に
翁
面
會
議
に
於
け
る
決

　
議
に
封
し
て
は
一
面
強
き
反
封
の
意
向
で
あ
る
ご
の
囎
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

軸噛
－
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一
〇

　
滋
玉
敷
授
ご
宗
溶
々
授
、
盛
徳
心
の
養
成
ご
宗
敏
心
の
養
成
に
關
し
斯
檬
な
異
っ
た
流
れ
が
あ

る
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
は
又
フ
ホ
ル
ケ
ル
ト
敷
授
の
標
に
熱
心
に
滋
徳
敷
面
に
三
園
を
加
味
す

べ
し
ビ
叫
ん
で
居
る
人
も
あ
る
の
で
あ
る
。
敏
授
の
考
で
は
道
徳
は
自
己
の
義
務
意
識
の
問
題

で
あ
わ
、
宗
敷
は
自
已
の
全
騰
ご
い
ふ
も
の
を
宇
宙
の
根
源
に
根
付
け
て
安
心
を
得
る
こ
ざ
で
あ

っ
て
、
道
徳
的
規
範
生
活
に
諒
す
る
意
識
ご
吾
々
の
生
活
の
究
覧
の
生
命
に
よ
り
て
抱
擁
さ
る
、

・
ご
い
ふ
二
面
意
識
ご
は
別
物
で
あ
る
。
器
品
的
債
値
は
興
善
美
の
憤
値
ご
同
扁
で
は
な
い
、
眞
善

美
は
鼠
ハ
善
美
で
あ
っ
て
叢
れ
に
は
宗
敷
生
活
が
な
い
。
宗
激
生
活
が
な
い
も
の
を
い
く
ら
高
め

て
も
、
又
其
を
混
合
し
て
も
宗
敷
生
馬
が
創
造
さ
る
、
も
の
で
は
な
い
。
宗
敷
は
理
想
入
の
本
質

的
な
特
徴
で
あ
り
、
紳
ご
H
致
の
威
情
生
活
は
宗
敷
以
外
に
は
求
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
ε
説
き
、

宗
論
な
き
滋
徳
の
敷
授
は
無
味
乾
燥
な
砂
を
噛
ま
せ
る
も
の
で
あ
る
ご
論
じ
て
居
る
。
然
し
な

が
ら
二
言
授
も
亦
決
し
て
從
來
の
宗
温
々
授
其
儘
の
も
の
を
是
認
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
　
シ

ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
フ
ァ
ー
が
、
宗
敷
的
禮
験
は
敷
授
し
傳
授
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
い
っ
た

こ
ご
に
就
て
は
野
鳥
な
態
度
で
賛
成
し
、
又
此
を
修
正
し
て
居
る
。
　
帥
ち
、
從
來
の
宗
数
々
授
の
様

に
多
大
な
時
間
を
割
き
て
宗
敷
写
知
識
を
敷
授
し
て
も
宗
敷
写
は
養
は
れ
な
い
の
で
あ
る
の
み

な
ら
す
、
寧
ろ
宗
敷
に
封
し
て
反
抗
心
を
剋
さ
し
む
る
の
み
で
あ
る
が
、
家
庭
に
於
て
、
又
三
稜
に
於
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て
、
散
歩
や
其
他
の
日
常
の
機
會
を
捉
へ
随
時
的
に
宗
敷
心
を
開
湿
す
る
こ
ご
は
可
能
で
あ
り
、
叉

必
要
な
こ
ご
で
あ
る
。
滋
徳
和
授
も
中
學
の
上
級
な
ざ
に
於
て
は
暫
學
的
基
礎
の
下
に
深
く
徹

底
的
に
膚
～
数
ご
な
り
得
る
で
あ
ら
う
が
、
小
學
校
程
度
に
於
て
は
渇
れ
は
望
ま
れ
な
い
、
ご
述
べ
小

學
稜
に
於
け
る
組
織
的
な
道
徳
敷
授
に
も
，
又
剛
率
の
様
な
詰
め
込
的
宗
輝
々
授
に
も
母
樹
の
態

度
を
見
せ
て
居
る
の
で
あ
る
Q
此
等
の
問
題
に
間
し
輝
輝
の
趨
向
は
注
意
に
幸
す
る
こ
ご
で
あ

ら
う
。
（
＜
。
同
匿
叶
党
亀
σ
q
ご
F
窪
ρ
側
ω
。
ゴ
H
Φ
ら
同
P
＜
・
H
峯
叶
－
妻
器
寡
閃
。
｝
喧
9
二
℃
囲
ω
●
）

四

　
道
徳
修
身
の
激
授
に
密
接
な
る
關
係
を
有
し
、
而
か
も
道
徳
を
根
本
こ
し
て
立
つ
べ
き
公
民
敢

育
に
締
て
は
如
何
な
る
十
能
心
で
あ
る
か
ご
い
ふ
に
t
新
憲
法
に
潤
て
は
前
に
述
ぶ
る
樺
…
に
公
民
科

敷
授
の
激
科
を
傘
立
の
も
の
こ
し
て
設
く
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
り
、
憲
法
登
布
の
璽
年
千
九
百
二

十
年
に
於
け
る
全
國
大
幅
育
脚
質
に
於
て
も
公
民
敷
育
に
關
す
る
問
題
が
討
議
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
　
先
年
政
治
…
敏
育
論
を
書
て
名
を
知
ら
れ
た
ル
エ
ル
マ
ン
ご
キ
エ
ル
大
群
の
ラ
ー
ド
ブ
ル
ッ

フ
敷
授
が
各
原
案
を
作
製
し
そ
れ
が
議
題
こ
な
り
て
討
議
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
」

　
ル
エ
ル
マ
ン
は
荷
く
も
母
家
が
存
績
す
る
に
は
國
民
は
共
同
的
な
國
家
道
徳
観
を
持
だ
ね
ば

　
　
　
　
新
田
逸
の
逝
徳
敏
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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一
二

な
ら
な
い
。
　
強
制
藁
家
に
あ
）
て
は
此
を
國
激
的
な
激
言
及
共
信
條
を
奉
ず
る
宮
詣
に
任
し
、
軍

隊
や
警
察
の
カ
で
此
を
監
督
し
た
の
で
あ
っ
た
が
薗
由
な
良
民
的
國
家
に
点
て
は
紅
愚
闇
に
學

校
に
於
て
此
を
激
養
し
急
落
丸
々
に
輿
へ
ら
れ
た
自
由
鶴
ち
政
治
的
責
任
戚
乃
至
國
家
心
ご
い
璽

ふ
も
の
を
内
面
よ
り
涌
養
せ
ね
ば
な
ら
漁
ご
論
じ
、
…
画
に
は
學
・
稜
を
古
家
魁
會
的
の
共
同
生
活

と
な
し
訓
練
上
直
畳
的
に
此
精
紳
を
養
ひ
、
他
蒲
に
は
組
織
的
に
國
家
魁
會
の
禮
制
ご
其
蓮
用
活

動
の
状
態
を
敷
授
す
べ
し
ε
，
説
き
、
ラ
ー
ド
ブ
ル
ッ
フ
敷
授
も
二
大
膿
同
誌
の
精
淋
に
基
き
敷
授

の
材
料
や
激
師
養
成
の
方
法
に
關
し
詳
細
な
原
案
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
討
議
の
結
果
爾
原

案
は
大
蒜
に
於
て
是
認
さ
れ
大
凡
次
の
愚
な
滋
賀
の
決
議
案
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
○

　
一
、
公
民
敷
育
の
敷
草
を
全
ふ
す
る
に
は
全
朧
の
管
玉
及
母
校
生
活
が
公
民
心
に
充
ち
た
も
の

　
　
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〇

　
二
、
各
詳
覧
の
各
強
訴
に
公
民
科
に
話
す
る
材
料
を
適
宜
に
三
昧
し
、
公
民
科
三
碧
の
基
礎
を
作

　
　
る
こ
ご
。

　
二
、
小
學
稜
の
最
終
學
年
に
は
一
週
二
時
間
の
公
民
科
敏
授
蒔
、
間
を
置
く
こ
ご
、
補
習
學
校
等
に

　
　
於
て
も
大
膿
之
れ
に
準
ず
る
こ
ご
。

　
　
公
民
の
椹
利
義
務
に
注
意
し
、
學
校
の
種
類
に
慮
じ
適
宜
法
制
及
経
濟
の
主
要
餐
ぴ
る
事
項
及



　
　
　
基
本
思
想
を
授
く
る
こ
ご
、
外
山
の
事
例
も
引
用
し
て
比
較
す
る
こ
ビ
。

　
此
等
の
外
に
洋
灯
師
養
成
の
方
法
な
ご
に
出
て
も
数
項
の
決
議
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
濁
逸
憲
法
の
上
に
特
に
規
定
さ
れ
た
公
民
科
及
勢
作
科
の
二
心
科
に
心
す
る
療
育
大
會
の
献

　
況
を
見
る
の
に
勢
作
科
の
討
議
に
於
て
は
ナ
ト
ル
ブ
及
ザ
イ
デ
川
な
ざ
の
理
論
的
に
徹
底
せ
る

　
原
案
や
、
学
府
の
急
心
家
の
提
供
せ
る
原
案
な
ご
何
れ
も
立
涙
な
も
の
で
あ
っ
て
．
討
議
も
肝
心
に

　
行
は
れ
大
罪
に
於
て
は
統
一
學
校
の
問
題
に
次
て
の
大
問
題
こ
な
り
非
常
に
盛
な
も
の
で
あ
っ

　
だ
が
、
公
民
科
三
面
の
方
は
之
れ
に
比
較
す
る
ε
案
外
淋
し
い
も
の
で
あ
っ
た
○
新
藷
逸
の
國
民

　
的
陶
治
の
上
に
重
大
な
意
味
を
有
し
て
居
る
に
も
拘
ら
す
、
梢
形
式
方
面
に
走
り
徹
底
を
映
た
襟

　
な
嫌
が
あ
る
Q
實
際
の
方
面
に
於
て
も
勢
作
画
授
の
方
は
無
作
中
心
主
義
の
學
校
ま
で
諸
所
に

　
起
り
、
爽
府
の
如
き
は
財
政
困
難
の
場
合
に
拘
ら
す
市
よ
り
特
別
に
纏
費
を
支
出
し
て
己
に
二
つ

　
の
小
鼠
校
で
此
を
實
験
し
つ
、
あ
る
の
で
、
其
主
唱
者
た
る
オ
ッ
ト
ー
、
エ
ル
ラ
ー
の
如
き
は
前
に

　
述
べ
た
莱
府
の
道
徳
會
議
に
於
て
は
避
徳
激
授
は
道
徳
上
の
諦
念
を
養
ひ
、
滋
徳
的
戚
情
を
刺
激

　
し
、
浮
言
的
意
志
を
畳
ま
す
の
カ
あ
ら
ん
も
滋
徳
的
意
志
を
八
三
に
し
其
の
宮
詣
に
入
り
、
叉
道
徳

　
上
議
操
を
養
ひ
得
る
も
の
は
勢
作
中
心
の
敷
育
で
あ
る
ご
叫
び
、
實
際
に
煮
て
も
血
温
作
中
心
の

　
新
學
校
に
於
て
は
勢
作
に
よ
り
て
膿
験
的
に
徳
性
を
瀬
養
せ
ん
ざ
し
つ
㌧
あ
る
の
で
あ
る
。
然

謝
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幅
四

る
に
公
民
教
育
は
ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
ー
の
如
く
徳
性
涌
養
の
根
本
義
に
重
を
董
く
も
の

は
別
こ
し
て
、
兎
角
國
民
生
活
の
形
式
方
面
に
傾
き
易
い
爲
め
か
、
勢
作
敷
育
に
醤
す
る
様
な
熱
情

的
氣
分
を
敏
．
て
居
る
襟
に
思
は
れ
π
の
で
あ
る
。
　
バ
ル
峯
な
ざ
は
佛
國
の
現
況
の
標
に
道
徳
及

公
民
科
ε
二
つ
を
一
所
に
結
び
付
け
て
居
る
の
に
反
暮
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
公
民
科
は
事
實

の
激
育
で
あ
う
、
仁
徳
科
は
理
想
の
敷
育
で
あ
る
。
政
治
學
は
倫
理
學
に
從
薦
し
倫
理
學
よ
り
其

法
則
を
受
取
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
公
民
科
は
政
治
學
の
一
部
で
あ
る
◎
此
故
に
数
學
は
物

理
に
先
行
す
る
標
に
倫
理
は
公
民
科
に
先
行
す
べ
き
で
あ
る
Q
政
治
學
の
一
般
原
理
な
る
自
由

李
等
、
協
同
ご
い
ふ
機
な
こ
ご
は
同
時
に
道
徳
的
の
も
の
で
あ
っ
て
道
徳
右
文
の
範
圃
に
嵐
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
法
制
に
關
…
す
な
こ
ご
は
道
徳
敷
授
の
範
園
外
で
あ
る
。
從
っ
て
法
制
等
の
敷
授

を
主
こ
す
る
公
民
科
は
遣
徳
敷
授
に
結
び
付
く
よ
り
は
寧
ろ
歴
史
敷
初
ご
縁
組
す
る
方
が
穏
當

で
あ
る
ご
論
じ
て
居
る
の
で
あ
る
。
之
れ
に
反
し
て
ロ
ン
ド
ン
市
の
公
民
敷
育
の
講
師
ホ
ワ
イ

ト
の
如
き
は
都
市
登
達
に
歯
す
る
研
究
の
專
門
家
ゲ
ッ
デ
ス
激
授
な
ざ
の
考
を
墾
照
し
、
子
供
の

住
す
る
場
所
の
地
理
的
考
察
よ
り
、
其
住
民
の
過
去
的
及
現
在
の
廣
義
の
文
化
的
活
動
に
入
り
、
更

に
進
ん
で
其
魁
會
の
維
持
登
達
に
關
す
る
理
想
迄
も
論
述
す
る
ご
い
ふ
有
標
で
あ
っ
て
公
民
敷

育
の
範
園
は
實
に
痛
い
も
の
で
あ
る
。
英
國
流
の
公
民
敷
育
ε
濁
逸
の
敷
育
大
會
で
決
議
さ
れ



　
π
公
民
敷
育
ε
を
比
較
し
て
見
れ
ば
、
細
り
に
其
訓
練
の
方
面
は
其
形
に
於
い
て
類
似
す
る
ご
し

　
て
も
、
敢
授
の
内
容
に
於
て
は
濁
逸
の
方
は
英
國
の
夫
れ
よ
り
も
非
常
に
其
範
園
を
狭
く
し
て
居

　
る
の
で
あ
る
。
　
定
心
の
公
民
激
育
も
英
國
に
次
て
廣
い
範
團
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
等

　
は
畢
寛
公
民
敷
育
に
封
ず
る
見
方
に
よ
り
て
自
然
に
異
っ
て
來
た
も
の
で
あ
ら
う
○
然
し
濁
逸

　
に
寝
て
も
ナ
ト
ル
ブ
な
ご
の
後
援
に
よ
り
て
研
究
を
…
進
め
て
居
る
。
　
．
ハ
ウ
ぜ
ル
唄
派
の
…
榛
に
公

　
民
敷
育
を
語
い
立
場
よ
り
實
施
せ
ん
ビ
し
て
居
る
も
の
も
見
受
け
ら
る
、
の
で
あ
る
。
バ
ウ
ぜ

　
ル
の
考
で
は
公
民
紅
血
ご
は
喪
家
的
の
共
存
生
活
を
目
指
す
所
の
魁
會
的
な
激
育
で
あ
る
こ
い

　
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
公
民
敷
育
に
於
て
國
家
の
自
然
方
面
、
其
政
治
法
制
の
方
面
、
其
経
濟
的
、
及
魁
會

　
的
の
方
面
其
精
紳
的
創
造
ご
し
て
の
丈
化
的
方
面
等
の
各
般
に
痴
り
、
漁
家
書
面
の
永
遠
の
課
題

　
ご
し
て
の
理
想
理
念
の
問
題
に
も
突
き
入
る
べ
き
が
當
然
で
あ
ら
う
。
要
は
心
逸
に
於
け
る
公

　
心
線
育
の
思
潮
に
は
千
九
百
二
十
年
の
感
熱
敷
育
大
上
に
於
け
る
決
議
の
精
紳
や
、
バ
ル
ト
敷
授

　
の
意
見
の
様
に
其
材
料
を
法
制
感
心
等
の
方
面
に
の
み
重
を
置
き
荻
義
に
此
を
取
扱
は
ん
こ
す

　
る
も
の
や
、
ヶ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
！
の
襟
に
王
徳
訓
練
に
重
を
置
か
ん
ご
す
る
も
の
や
、
パ
ウ

　
ぜ
ル
一
派
の
楼
に
英
國
流
に
贋
き
範
團
に
曇
り
且
つ
徹
底
的
に
考
へ
濁
立
敷
科
こ
し
て
の
公
民

　
科
に
相
當
の
権
威
を
與
へ
ん
こ
す
る
も
の
な
ざ
色
々
の
流
れ
が
あ
る
も
の
ビ
見
る
こ
ご
が
出
來
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や
う
ご
思
ふ
。
公
民
敷
育
の
本
質
上
の
研
究
ビ
し
て
「
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
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